
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 1月 13日 

報 道 各 位 

国立病院機構 京都医療センター 

東海国立大学機構 名古屋大学環境医学研究所 分子代謝医学分野 

国立大学法人 東京医科歯科大学 

 

以下の通り記者レクを行いますので、ご案内いたします。（幹事社と調整済み） 

【日 時】 令和 5年 1月 20日（金） 13:00 ～ 

【会 場】 ZoomによるWeb開催 

【出席者】 浅原 哲子  京都医療センター 臨床研究センター 内分泌代謝高血圧研究部・部長 

            名古屋大学 環境医学研究所 メタボ栄養科学研究部門・特任教授 

      加藤 久詞  京都医療センター 臨床研究センター 内分泌代謝高血圧研究部・流動研究員 

田中 都   名古屋大学 環境医学研究所 分子代謝医学分野・講師 

西尾 美和子 東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 先端血液検査学分野・准教授 

 

 

 

 

 

 

 国立病院機構京都医療センター･臨床研究センター･浅原哲子研究部長・加藤久詞研究員は、東海国立大

学機構 名古屋大学環境医学研究所･菅波孝祥教授・田中都講師、東京医科歯科大学･先端血液検査学分野･

西尾美和子准教授を中心とする研究チームと共同で、高脂肪食負荷肥満モデルマウスや NASH モデルマ

ウスであるメラノコルチン 4 型受容体欠損マウスなどを用い、植物に含まれる機能性分子･タキシフォリ

ンが、肥満および重大な肥満合併症である非アルコール性脂肪肝炎（NASH）に対する予防・治療効果が

あること、さらに NASH から肝がんへの進展を予防できる可能性があることを、世界で初めて明らかに

しました。本研究成果は、欧州の栄養学分野のオンライン科学誌「Nutrients」に掲載されました（2023 年

1 月 10 日付）。 

 

■背景 

近年、日本においても肥満の増加に伴い、非アルコール性脂肪性肝疾患・NAFLD の有病者が、健診の

約 3 割、2,500 万人と急増しており、最新の報告ではその約 25%が非アルコール性脂肪肝炎・NASH に進

肥満・NASH・肝がんの予防・治療に新展開！ 
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行し、その約 25%が肝硬変に、更に 25%が 10 年で肝がんを発症すると推定されています。ウイルス性肝

炎が治療出来る時代となった現在、近い将来、NASH が肝移植の最大要因になると予想されており、NASH 

の予防・治療対策が喫緊の課題です。しかし、現在 NASH に対する標準的治療は一般療法としての食事・

運動療法による生活習慣改善であり、NASH の治療を主目的とする確立された治療薬はありません。 

タキシフォリンは、シベリアに自生するダフリアカラマツや野草アザミなどの植物に含まれるポリフ

ェノールの一種で、ヒトが摂取する上での安全性も報告されています。研究チームは、これまで、認知症

モデルとして脳アミロイド血管症モデルマウスを用い、タキシフォリンを摂取することにより、脳内血流

量の改善や炎症性物質、活性酸素の抑制に伴い脳内アミロイド β 量が減少し、さらに認知機能低下が抑制

されることを、世界に先駆けて報告してきました（参考文献 1、2）。 

 

■研究成果 

今回、高脂肪食負荷肥満モデルマウスや NASH モデルマウスであるメラノコルチン 4 型受容体欠損

（Mc4r-KO）マウスなどを用い、タキシフォリンの肥満・NASH・肝がんの予防・治療に及ぼす効果を詳

細に検討しました。その結果、タキシフォリン摂取によって、肥満・NASH に対する予防・治療効果、さ

らに NASH から肝がんへの進展を抑制することを世界で初めて明らかにしました。 

高脂肪食負荷肥満モデルマウスを対象にタキシフォリンを摂取させた結果、著明な体重・体脂肪量の減

少や糖・脂質代謝の改善など、抗肥満効果が認められ、さらに、肝臓内の脂肪量、炎症指標、線維化指標

の改善など、脂肪肝の抑制効果も認められました（図 1）。また、タキシフォリン摂取群では、直腸温の

顕著な上昇や褐色脂肪組織（BAT）における熱産生の亢進を認め、その際、エネルギー代謝亢進作用を有

するホルモン、FGF-21 の増加が関与していることを明らかにしました。さらに、ヒト iPS 細胞から作製

した褐色脂肪細胞を用いた検討においても、タキシフォリン投与によって褐色脂肪細胞の活性化や FGF-

21 の顕著な発現増加が認められました（図 2）。以上の知見により、特許出願しております（特願 2019-

11729）。 

また、菅波らが確立した Mc4r-KO マウスを用いた NASH および NASH 関連肝がんモデルマウスを対

象にタキシフォリンを摂取させた結果、NAFLD activity score の改善など、NASH 病態の進展における予

防・治療効果を認めました。さらに、肝がんへの進展を検討したところ、タキシフォリン摂取によって肝

腫瘍数及び肝がん様病変面積の著明な減少が認められ、タキシフォリンが NASH から肝がんへの進展を

抑制する効果があることを初めて見出しました（図 3）。 

以上の知見から、タキシフォリンは全身への多面的作用を発揮することにより、肥満・NASH に対する

予防・治療効果、さらに NASH から肝がんへの進展を抑制すると考えられます（図 4）。 

 

■今後の展望と課題 

 本研究成果は、肥満・NASH・肝がんの新規予防･治療薬としてのタキシフォリンの可能性を示すもの

で、特に肥満・NASH・肝がんの効果的予防法や新規治療戦略の開発に多大な貢献が期待されます。現在、

ヒトへ投与できる医薬品としての開発を目指し、臨床研究の準備にも取り組んでいます。タキシフォリン

のヒトでの効果･臨床的意義を解明することで、肥満→NASH→肝がんに対する効果的な予防法･治療戦略

が提唱可能となり、健康寿命延伸や医療費抑制など医療と福祉への多大な貢献が期待できると考えられ

ます。 
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【図：タキシフォリンによる肥満・NASH・肝がんの予防・改善効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【論文情報】 

⚫ タイトル：Novel Therapeutic Potentials of Taxifolin for Obesity-Induced Hepatic Steatosis, 

Fibrogenesis, and Tumorigenesis 

⚫ 掲載雑誌（栄養学分野の学術誌）： Nutrients, https://www.mdpi.com/journal/nutrients  

図2. ヒトiPS由来の褐色脂肪細胞に対するタキシフォリンの影響
（A） 顕微鏡下の写真 （B） UCP1 mRNA発現量 (C) FGF-21 mRNA発現量

タキシフォリン投与により、褐色脂肪細胞の活性化
（UCP1の増加）およびFGF-21の増加が認められました。
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図4. 本研究のまとめ：
タキシフォリンが肥満・NASH・肝がんの予防・治療効果に及ぼす影響
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図3. NASH 関連肝がんモデルマウス（Mc4r-KO）に対するタキシフォリンの影響
（A） 肝臓の写真 （B） 腫瘍の数 (C) 炎症指標 (D) 線維化指標

タキシフォリン投与により、腫瘍数、炎症、線維化の減少など
NASHから肝がんへの進展が抑制される効果が認められました。
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図１. 後天性肥満モデルマウスに対するタキシフォリン摂取の影響
（A） 解剖時のマウス全身の写真 （B） 摘出した精巣上体脂肪の写真

タキシフォリン摂取により、体重・脂肪組織重量が
顕著に減少することが認められました。
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【研究に関する問い合わせ先】 

国立病院機構京都医療センター 臨床研究センター 

内分泌代謝高血圧研究部 部長 

浅原 哲子 

TEL: 075-641-9161; FAX: 075-645-2781 

 

東海国立大学機構 名古屋大学環境医学研究所 分子代謝医学分野 講師 

田中 都 

TEL: 052-789-3883; FAX: 052-789-5047 

 

東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 

先端血液検査学分野 准教授 

西尾 美和子 

TEL/FAX: 03-5803-5882 

 

【広報に関するお問い合わせ先】 

国立病院機構京都医療センター 管理課 

和田 佳奈子 

TEL: 075-641-9161（代表）; FAX: 075-643-4325 

 

東京医科歯科大学 総務部総務秘書課広報係 

TEL：03-5803-5833 FAX：03-5803-0272 

E-mail：kouhou.adm@tmd.ac.jp 


